
 
資料１－４ 

                                                        

１ 活動時間について 

 

 

 

 

 
 

２ 休養日について 

 

 

 

 

 

 
 

３ やりがいについて 

 

 

 

 

 

 

４ 負担感について 

 

 

 

 

☆生徒部活動に取り組むことへの負担感 
ア．負担に感じていない         ４１．９％ 
イ．すこし負担に感じている         ３６．７％ 
ウ．負担に感じている             １１．３％ 
エ．とても負担に感じている          ７．１％ 

★教員平日の平均的な練習時間の設定 

①１時間未満         １１．９％ 
②１時間以上～２時間未満   ４９．１％ 
③２時間以上～３時間未満   ３８．０％ 
④３時間以上           １．０％ 

☆生徒活動時間の考え方 

・短い       １６．９％ 
・ちょうどよい   ４３．３％ 
・長い       ３９．３％ 

★教員週に何日の休養日を設けて 
いるか 

①週１日       ７３．８％ 
②週２日       １１．４％ 
③週３日        ４．３％ 
④週４日以上     １０．５％ 

☆生徒休養日の考え方 
・多い         １０．３％ 
・ちょうどいい     ３７．２％ 
・少ない        ５２．３％ 

★教員週休日(土日)において、月に平 
均して何日の休養日を設けているか 

①月１日       ３２．０％ 
②月２日        ９．４％ 
③月３日        ７．７％ 
④月４日       ２５．７％ 
⑤月５日以上     ２５．２％ 

★教員やりがいについて 
①大いにやりがいを感じている      ２９．８％ 
②やりがいを感じている         ４７．２％ 
③あまりやりがいを感じていない       １９．３％ 
④全くやりがいを感じていない          ３．７％ 

☆生徒やりがいについて 
・とてもやりがいを感じている        ２７．８％ 
・やりがいを感じている           ３５．３％ 
・すこしやりがいを感じている        １８．８％ 
・あまりやりがいを感じていない       １０．８％ 
・全くやりがいを感じていない         ５．６％ 

★教員負担感について 
①負担に思っていない            ２１．１％ 
②あまり負担とは思っていない        ２３．３％ 
③ある程度の負担感はある          ４０．６％ 
④かなり負担感がある            １５．０％ 

○平成２９年６月・７月実施   
○教員 :５９９人・生徒：５０９人  
 
※生徒の設問において無回答や誤回答があるた
め、各設問の割合の合計が 100％に満たない
場合があります。 

大阪市立中学校における部活動に関するアンケート【教員】と【生徒】の結果の比較 
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１ 部活動における教育的意義（「とても思う」「思う」と回答した割合） 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 担当する部活動についての経験 

※経験とは、学校の授業以外で１年以上継続して取り組んだ経験（サークル活動、個人での活動を含む）があるものとする。 

 

 

 

 

 

３ 部活動顧問を担当するにあたっての考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市立中学校における部活動に関するアンケート結果【教員】 
 

①ある   ７２．４％ 

②ない   ２５．６％ 

①該当する部活動の経験があれば、顧問を担当してもよい。    ４９．７％ 

②該当する部活動の経験がなくても、顧問を担当してもよい。   ２２．７％ 

③できるなら顧問は担当したくない。              １９．９％ 

④顧問は担当したくない。                     ７．７％ 

              ①＋② … ７２．５％ 

              ③＋④ … ２７．５％ 

①将来にわたってスポーツや文化及び科学に親しむ態度を育てる。   ９１．８％ 

②体力の向上や健康の増進を図る。                 ９６．０％ 

③集団としての規律を身につけさせる。               ９６．０％ 

④自主性や主体性を育成する。                   ９４．５％ 

⑤協調性や責任感、連帯感を育成する。               ９７．５％ 

⑥明るく楽しんで仲間と活動させる。                ９４．８％ 

⑦競技力や技術力を向上し、良い成績を収めさせる。         ８４．３％ 

⑧より深い生徒理解が得られる。                  ９４．８％ 

⑨学力だけでは測れない生徒の能力や個性が伸ばせる。        ９６．４％ 


